








































































技術 産業 芸術 言語 文学
2009年 1,543 71 44 66 148 994 27 12 42 18 121
2010年 1,633 68 43 81 191 979 35 8 33 32 163
2011年 1,731 71 35 114 161 1,075 58 12 28 27 150
2012年 1,467 34 54 52 168 849 82 20 43 44 121
2013年 1,385 44 58 44 148 795 44 11 59 68 114
５年間の
合計
7,759 288 234 357 816 4,692 246 63 205 189 669
全体に占
める割合










































































　肯定度 ＝「そう思う：% 数」× ２  ＋ 「どちらかと言えばそう思う：% 数」× １  
　　　　　  ＋ 「あまりそう思わない：% 数」×（－１） ＋ 「まったくそうとは思わない：% 数」






























































































質問１ 27.4 52.7 14.2 1.4 4.4 90.5 296
質問２ 23.0 55.1 14.9 1.7 5.4 82.8 296
質問３ 24.7 47.3 21.6 1.7 4.7 71.7 296
質問４ 30.5 47.5 15.3 1.7 5.1 89.8 295
質問５ 47.1 41.1 9.8 0 2.0 125.5 297
質問８ 39.2 38.5 17.4 1.7 3.1 96.1 288
質問９ 37.5 38.9 15.7 2.0 5.8 94.2 293
質問10 54.9 37.3 5.4 0.7 1.7 140.3 295
質問15 67.0 24.4 6.5 0 2.1 151.9 291
質問16 32.8 46.8 14 1.4 5.1 95.6 293
質問17 38.4 46.6 9.2 1.4 4.4 111.4 294
質問18 36.1 50.7 7.8 1.4 4.1 112.3 294
質問19 23.4 47.5 20.7 3.1 5.4 67.4 295
質問20 45.1 44.1 4.4 1.4 5.1 127.1 295
図５　質問に対する肯定度の比較
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る。
　入学前に学校や自治体の図書館を利用したことがあるかという質問ではほぼ半々の答えとなっ
た。高校時代にあまり図書館を利用していなかった学生も大学では大いに利用して、役に立てて
ほしいものである。検索用の機器として、自分用あるいは家族との共用を入れると96% の学生
がパソコンを持っており、スマートフォンは94% 持っていることから、これからの学生は、単
に検索できるのではなく、いかに効率よく良い情報を得てくるかが勝負の時代になってきたと言
えよう。
５．まとめ
　図書館をとりまく状況の変化に伴い、図書館はどのような業務を行っていくかが問われてい
る。今までの図書館業務として、貸出、複写、リクエストサービス、レファレンスサービス、相
互貸借などを行ってきているが、その中でもレファレンスサービスが大きな比重を占めていくで
図６　図書館ガイダンスに関するアンケート調査の結果（２）
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あろう。レファレンスサービスの情報提供と利用案内（利用指導）の取組の一環として、様々な
種類の情報源の中から必要な情報にアクセスし、その情報を正しく評価し、活用する能力を学生
に身につけさせることをめざした指導が大学図書館にも要求されている。学生への情報リテラシ
ーの指導の１つとして、新入生に図書館ガイダンスを行うことにより、図書館を大いに利用し、
その中にある莫大な量の情報を自分の学習の問題解決に応用して欲しい。その一助となるよう、
これからも色々な機会を見つけて活動していくことが重要であろう。
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